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　　午筏け杭jD』ll瓜（慶大）の掃r融ヅラプヴノタス之1価引’1　　ろ。’Ul即r†プ」・の応力緩Jl川性はもr）うんゴム111狙の孤簸

　に閃するお1硫（始まつた。今研究嬬この不ッでの一つに1肋qに　　分」川｝分自・bよび加硫｛1胤，配合細」叱などに支配されるが・

　よる音融フラスチ・タスの流動｝郷についての氏W＞∫像、L　；、版，。話L娼sLび剛脱切～ばの外部的な条｛’鵬よる効

　小野木頑治氏（ぷ大二L）のそ牙1の間の1小編川1い7いたが　　忠も巾蜘㌔伽ql緩和と化学緩和の起こδ条11の差只，両緩

　氏の近ごろの研究はより2、じ礎的な寸則＆法rl身の筑義の1国、に　　和の分酬グ’1｝力みど㌍・っいて述べら，｝1，Eyring細メ1の10戚

重点が移さか［・醐カミ介じ・の鵬は↓げれたが，氏の！服　仏川Lパll川1六・応服僻クリーソのデータの舶肋1り」
1鰍加諭的な嗣］｛よ刀峻に㍑み勉強にゐ膓は戊．力ぽ・・／こ　抑恒の£用r齢ゴムの，lllぽlll果に池肌，伽蹴∫llと糊ζ
　ように考☆られた。その一端にふれれぱ，化学伯ノベ、’賜℃」、　　｛担ξ和の分目iけ＼どかド」各試粕ノ］の網1川6〕巴の変化を推定t・

　験新了なう場合には，｛｝1【淀払白身に疑ムが飢・。分イ腕川　さらに1・∫塑，働鬼を調べるためのり、蜘ほ敏どを述べら’｝1た

　一違なども含め物質の差を現便の差に伯しに81110fl↓ナること在　　　Gl、】分子，1いNo．1列，269∩g62））ζ）

　急ぐ化学者の一般的傾向を離才1，折ごろけ側定法rl肖の｛Ot式　　　夕食捉に二官和彦↓C（i体合成ゴム1ぱ，同』1、列’1ミリ〔一

　や鮒析法についての疑義に取り組んている。洲定装置の1｝il題　　　ブレンドにより粘弾ド1挙動に現わ］1ろ混合ノ昆力果について述べ

　でたとえば僧の入nや川口の影当は土だヅll解てあり・訓＝晶　　られた白．し驚的に叩題となっ∨Cいる異仲ポリマー問σ）ブしソ

　ートン粘性｛こ弾性の効果がO胤にメ、きく距なり，陥蛋白こ星す　　　ドの川題に泊按寄ケ＞1るものてぱないが，分子吊のみ異九う

　る粘H流体の運動も明らかてない。そのよノな’川白がちく形　　　匁定形高力子同放列の問のプレンザけ，分判白次ノLで良く批

　式的な流動曲線にょる解析をLてみても，仮定や近似比荒躰　　不llされ現曝の定五1的けあくがしやすい使宜もあるが，よh本

が利1りょうであるなどと捌ll］され・皇1出なデータを弓側ご　蜘には剛亜の軸イ柳凝娼繊削・ける働〉子齢珊ぼ
　れ溶融プラスチソクスの洗動牲と測定器0）関連な示された。　　な近断とのllO所的デc相！1二fノけIIとその場ての易動度，それに加

　　ついて村上謙語氏（凍大工）ぱ，ゴム，フラスチノクスに　　　え単旦仏が蘇7がれ鎖状ななすための高フ｝“」版にノ日イ1汁分」㌦運距力

　おける化学緩和とレオロジ声に凹して述べられK・。ぞ1覧放射鯉　　上の複雑汁束む壁の2引象は，但定形白分イ菰焦糸のり延鮒幾情

　ゴムに生ずる酸化反応紫柵il照射による高分丁の切断と橘　と物｛・rを姻すろ重卵c因一rてあるが，それら劃ユ♪」めるに

　かけ化など，網日楢造の化学的変化による種々な綾和拭刷の　　好池な試料てあると側究1｛根を述ぺられた。無定形高分イの

　物性に及ぼす影響について述べられた。劣化緩和と粘弾惚腰　　粘引｝三性乎動およひその温度変化の分子吊依WHけ，1艮男分℃

　和の分離法，密度に現われる橋かけ肢の増大につれ鎖の易動　　　昂jM¢をこえればガラス状領域およ0遷移領城・℃は分子111

　度の減少にイ半う橋かけ反応の減少と酸｛ヒによる∪り断の増大・　　　ハ41こよらないが，ゴム状領域ては分予Uおよび分イ川分陥

　それらの差し引きがどのような条件にノ1二右されるか・EPR　3　　による，他ノぴ4、以下の試料の垢11弾性挙動とその温度依『∫性

　の化学緩和では天然ゴムと異なり・主鎖は切斯され’〕＾もつは　　　は，ゴム状旬城以外の側戎ても分了・昂により良化するアcどの

　ら橋かけ鎖部分醐断される・離紮外線のみによる化学稔　一舟受的・1蜘よ1、蜘てあイ、が，氏け況舗の協騨｛賭につい、

　和あるいは紫外線により惹き起こされるパFオオサイドの反　　　て無定形高分子の同』1タ1問況合系一般に戊立つ況台法期を，

　応などによるW加的変化は，連統的応力紹和江て（『ほとんと　　　まずMパ’Mの混合系のゴム状爾｛1恥こついて粁肋式として

　変化か認められないが，不速続法ては紫外線則射による桔か　　見川し，ついて造移頒域Lこおいてもshi孔factors‘こ」抽す

　け化か著しく現われる。橋かけ反応が～註1発｛4匝行Lている場　　　れば同式↓よ保イ」され，slli∫t伍ctorsの吟ll｝、かrノ前述のjl｝録

、合には連続法は不適当になる。物理緩和において2次的結合　　体問相刀二1↑用の内ての1｝i』1｛体の易動及の一つの」ミ現ごある比

　の生成i肖滅にはかなり匝要な問題があるなど・ケモレオロジ　　自由体積が況合によりadditiveに坐わるか百かが，さらに

　一の有効さを示された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　shift　factorsと両IJえ分の粘度から前述のもう一つの亜要・1τ

　　波辺健三氏（富士電機）は，版用配合ゴムのクリープと応　　　象を代表するからみ合いの影響が吟呪、てらると述べられた。

　力緩和と題され，橋かけ高分子材料の材質の返定，亮命の推　　　混合法則の公式は各成分に対し仙明な対穐、武で，夜に1成分

　定などに判定基皐を与える潜味て，各温度におけるクリーフ　　　あるいは2成分がユ4＜ハZcても成立すξ）ことが佃かめられ，

　・や応力緩和は重要な静的粘弾性的特微であり，学61・1的にも品　　　非‘16に広範な一般法則となつたr高分了，12，760（1963）劇L：｛）

　子分の網1」構造を理諭的に追求する上て匝要な丁段てもあ　　　ついで管原和男氏（姫路工大）け，ペルトの払動と題され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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　機械に生ずる振動の里要な原囚の一つであ縛ベルトの横振動　　　う空間障忠のために分予鎖が立ち入れない体積がFJ随するこ

　移劾速度はり2＝P／ρA＋がπ物τ／ρ却2，＠⇒，2，…・りとな　　一放し・ゲル化により共胞1辰動放も粘｛ノ1の洞IL化ユネルギー

　る。つまりこの速度の哨にベルトの振動は止まることになる。　　も急上外するなど汀細な1史側に」、り迫求さ」した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　このことは実験を撮つた映画｜こより回転数を上げるとだんだ　　　　71］30Flは9鴫から，高人冬二氏（日ントオイルシPル）の

　ん振動が撤しくなるが，ある回転数で振動がピノタリ止まる　　ポリウレタソの構造と’ll性と題するお話が占り，ポリエステ

　ことで示され，会員の興味をひいた。　　　・　　　　　　　ル系の7】旬ウレタン4卜成反応の概要を，生成されたゴム状弾

，7舩輪鳥酬を蹴1醜側腺に働・1肋九高原（地　性体の物臆剛lm剛卿き硝造の・1ぴ剛点齢猷

撒蕊蓮議曇灘議竃1！議竃㍑認㍍㌶璽曇㌶懸㌶㌶灘；
端剛陶鋭例11、｝姻』，C…i、1・an・の定∫・llも敵　顛のb“18・「イ”ア料のb・1kme・・）の瀧・（2）卿

たない・抽ど酬らか輔り・それ悶いご微小棚の弾　驚の剛⑳コ岡ルによう）・㈲捌ほポリかル）の
　性論における弾セ1，定義をひずみと形状の関数として取扱い補　　　選定・により自山にぴ克うる・たとえばイソシアネー1・の

　正を加える試みを述べられ，さらに栢々の形」犬の防振ゴムの　　bulky，を増せぱ強度，　modu1Us，硬皮などが1｝4大し，7｜ミリ

取扱いや細について弓怒された・　　　　　　己ステルの約蹴1や鵬の、琳鰍も，鎖の」ば（描かけ密
　　藤本戊｛諺氏（プリジストンタイヤ）は，ゴムの疲労と不均　度）も物｛・トをノ，：右するなどと述べられ，：さらにウレタソフ，

蹴迅についてと鵬オ羽瓢充てん加耐ム畷丞躍1倣　パ酬重｛熾継どの応肺llに酬れらオ。た。

i轍竃竃灘霧竃i灘繋諾欝㌶羅議≧議竃
　な変化をひき起こすなどの事爽は，試料を均質物質と考えて1乞　　イ1近にイ1こ団化し偏在すると呂丸られ・それが速い劣化の主二囚

　均的観測のみを用いていたのでは実態のはあくも理解もでき　　と推定される。しかしヒドラジン後処朋を施すことによ1）単

　ない。そこで従来の網口鎖濃肱に加えNMR吸収個を測定し　　　に劣化を防止できるだけでなく・強度も増大できること有見

両者の比1鋤・ら不均斑腿の存在に到辻し，不均質モデノレを　川した。この胆　1刷ll極的・こヒドラジン以』，Ll副が劣化聖防

　考えた。このモデルの砿認のためにNMP吸収の飽和曲線を　　」1すうだけ一Cなく，ヒドラジン処理は橋か1〕一な増加させるこ

観測につの縮1川澗槻艮1し・ゴム分子に剛性に富むも　と訓姻順鳳ぴ常続㍑よ肪けジ舗かけの・賊

欝議；曇㌶㌘籠遍竃i藩欝；㍑竺緯麟：鑑蕊懸㍑㌢橋
ンの存榔よ敬糖蜘‡轍願椰は蹴罫載で分継　 小鵡の瀧樹炎国澗の研究蝕閉じた・な・紅の報
　れ，木質的には同様な不均↑1モデルに帰せられた。さらにピ　　伽お全く伐学なノ」・生の理解と誤解でひずめられ・さらに順

　の構造解折を似臨こされゴムの疲労を物質系の物工11！化学的安　　序と表現け原・1㍑話と大分違っていることを中し添え，お1“6し

　＾定性を増し不均質構造を’増すノJlfわ　また争れは破懐強度の低　　　下さつた皆様にオ3荒びする。

　下のプゴ向，とし℃外瑞因午と内部構造の刈応に’おいて熱力学　　　　、

　ミ的変化のプ」向と過程においてはあくされた。（高分子，12，　　　　　　第1回自由討論会の反省点と次回への期待

・232（1963）参照）・　　　，　　　　酬刎究館テー泓くとり，プ・グ・・端張。た

三欝難灘曇撚！i鑛欝㌶璽i竃欝繕議曇
　、に説明された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つたために，宜支高の夙光明眉な上地が也べず，十分な企噸を

　　同夜の終りは鳥崎昭久氏（富上電機）の樹脂の3次元化に　　隷る打合吐期間が少なく・loll時にすでに了・8月中の日程を

　・伴う物性の変化と応力の発生と題するお話で，樹脂の3次元　　決定しておられた参加会Ωに予定変庭のご迷惑をかけた。次

　化過程における構造変化と物性の1珊係を調べる目的で，有機　　　回にはこれらのηζ都合がなく，静かな景勝の環境の「卜1て充実

　酸無水物を硬化剤とするエポキシ樹脂の硬化過程を・まず赤　　したプログラムに従い，哨間的精神的な余裕を持ち気兼なく

外卿と化竺析によnイ蹴～冷の靴から調べ・醐パ1全員醐手にシ・ベリ館醐麟を1り1征たい。

璽灘欝懲翼i議蕊竃ii委認。肇㌶漂鶉灘旨㌶竺茎灘㌶≧撒
　殴階と良く対応して進み，硬化の進行とともに転移温度は上　　椅などを紹介することをおすすめ下さいました同分子絹集委

邦，これらの働は橋かげ1鞭の増加が分子の屈曲性を1栽　賂位に・参力喘を代表して深譜沖し」吟げたい・同じくこの

　少さ翻密接な関係を示唆していると考えられ，また線状高　　　白由討論会をご支援下さいました各会社のご配慮に，厚く感
分子ぱもつ舳体積に加え3次元高分子では3次元化に伴な　謝ll1し．ヒげたい。
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　　　　　　　　　　　　同　　窓　　会　　論（完）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　針塚精神をめぐって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹　　　内　　　善　　　吾

昨年，刊1会融の際鋼窓会の勧方讃鵬との閥係　一かも知れないが少くとも輌・ヱ少い蹴蹴よう・人を思
について，意見や要望があった由てある。そんなことがあっ　　　うの救師の愛情の稀瀞が同窓会不振の1自接の原囚の一つであ

てであろう。ホ会では先般そのことについての話し合いの会　　ると思うものである。わがイ曲｛会の不振一“戦前に比しで一

が持たれた。その晒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の原因の凡でを教師の救育唖の稀薄にのみ帰すゐことの不当

ii藷i≧轍；1』　　　議1竃灘竃鐘㌶撒翼1鎌
4，学生剛窓綱蝋自勺で碗。　　　　　て駄い臓思わ池肪ない・戦前の刊1♪綱盛塑会
』：i｝麗漂誌‡と鷺慧蒜三課麓1、順、懸難墨㌶《翻瀦蕊㍗膓蒜懸蒜陛蒜

校（元，小県獄徽）闘：って同窓会の蹄に携わって来　愛・1覗迎弛れたもののように雇泌汰らない・
たが，問題点は介く同一一で，その余りにも勾合していること　　　私は昨年（昭不n37ゴト）鈴オ＼敦7】1さんがW～化1‘［ll心しで編耳1川

に驚いた和てあった。別にrlt嚇占’出す必「膜もないまヨ：に，白　　販され～こψ‘釧塚艮太郎先生泊想録”捌1ず読Lで・以前思・・て

山に意猛が述べられたのであるが，約。き，わが午曲会け他に　　いたよりももっともっと深く大きか一・た先ノ1の哩惰の，1鱗に

［ヒしてその団紬に於ても，活動に於ても概ね良好であると1二　　伽1加て一入の感銘に襟を甘すの思に1恥・た・二♪があζ抽慢’llll

うことてあった。尤も戦前のそれに比すゐと可成り』］劣りけ　　の深く広きこと仏の慈：∪、に8）比すべさオ、のな礁ドたものであ

するが，それ｝珊後の一般1「楓潮てあって靴刊II会に限ら　った。τEに一木一1’江も及ぷと；日ぺ泌あっ観繊る・

カい。旧のイ鵜＋二分に6髄ら協と口ものてあった。　会々ぷ：イトの同舩の1畜，側卿鰍欣の川こ・重悔別・の

復員して問踏い昭和23苛㍉私は徽剛によゲd寸佐，　〕舩録や・揃の思…出紬る機姫鰍’・醐際掛が嫉
小県誕業高枚に岩手県li±から転じ、て15年間，こ；わぱ外様的級　　術とり或称⊥て猫村1肋㍉hたごと，又」こ変ド1齢叩揮芝がr・れた

師として勤務したのであるが，教h巾と生徒との抜触にカさて，　　こと，と茎川が好きてあ司たが，その欄り色々の柏物な劫もチlll

教師が蛾酬汲脚二於一ζも，亦・⊥縦が教1順1微するの　ら牙ぷ内にll眺紗嚇舗て・にた1ぱ承噛訂であ翻
†挺於ても醐前に」ヒLて1搬の相迫のあるこに気づいたの　・r鼎∫蜘　とlllかれ醐・μ激牝叫文私醐いたいノにと勧ぷ
は数年後のことてあった。も’，と蘭題を飾1｜に盲えぼ扱lllllの　　話しtたところそれば仲ぐの逸品てあるこピ乎ギ皮んだが’

牛糺，学生に刈づる愛lll｝が極めて薄く，或け欠けているとさ　　それに関連1て，先｛悔1逝去さ｝｜．た川も班∫lll娼加・｝いτいた

え言いたい程のものであった。それは教育者も労働者てある　　　ように煽川さL深かく「」～これことてあ・・た・nll｝：ltルヒ・’了ね

　　愛情と倫珊隈勅欠し・た知識の切り売りをするll洲労　に於ては側1ぱ勿品・i即L一牲・剛儲…噺1脚ξ’ふ

鵬の慈　と計r徽組や醐組，脚団てあっソ・所謂随　の誰彼の剛撫く，1旧ll‖い昏ノ・・鮒；酬’，「組川た

‡難㌫瓢㌫欝謬1麦欝鷲裟よ繧蒜榊。や。，、叫ほぼ。、，舶，
る教育愛が極めて稀薄｝こなっているのは事実て汝るo従って　　　をこめられての毎日のノ械～1】rけなか当たろうか，孔戸ぴ）ロワ

学生，生徒が教師な前敬し，或はrユ校を思い先輩を思うの伯　　　　t，仁”に徹した心境て数膏、二当「）｝い人ノ｛な過さ力たものと

にも欠けて来たと思われるのてある。i又一而教rl巾け利己1杓傾　　　思、われア，。　一ノ▽ξ戎の人間に一小一・ヴll三，機↑：ノうる｛ひに，い

1司を増し，自己の栄近，保身，宏易を1］1とし，同窓会’掌1こ対　　　や機会をdミめて情判を傾け1㌔♪れたのてさうイ：川そ1て’ノ煮．な場

しては，可及的疎隔，邪魔物視するか或は学佼の隷屈卜財イ；な　　　合，どんな人をも捨午らわ准かっ文二ようマ：ゐる。ノsl日玉の’1∫能

る力蜘く取り扱う｝嫉一判召張，酬は見受けるのてあろ。　札を偏㍉夢を，加4ぷてられ六かっにの・㌘あち。

言うまでもなく同窓会は，それが任泄卜ll体てあろうと，礼け｛　　　　今や1・m虫糸由門学殴は大学｛こn枯Lξ二のて、I」ゐ、。戊ぐ’｝・は

1法人てあろうと何れも日自勺と組枯をイ∫L…主イ］・牲と法人格とを　　　　最高の学府て，n流1こ㌫えば“学の跳奥㍗村・・ゐ5”ところて

布っている悟てある，にも拘わらずこうした糸占果を招く｝こ至　　　あろう。従って教授け研冗が｝P喫視Wれ《嶋そのた品ドクダ

るのは1ゴこ弱く“1・に強い救育界の通幣の然らしむる所てあろ　　　　一アルパイ｝が一・応そのIJ《果、t．見1㍉れ㍗いt：｝，1、元てあ㌦巳誠

うo斯のような傾向｛測司窓生の学部長，杉ζ長雀である場合顕　　　に当然のことと∴わねばならなし・⑪　1、知小明のものを解明し

署になることがある，勿論，その態様には極端の相途が生，｝し　　　て行く，それが研究て∴らうσ解明註1，，ご征’hイヌ、むぴ品て，

るてあろ乏ことは言な待たない。仮りに同窓の学部よ・校長　　　それ翠わの分野、二於け』るプリンシソ・1な散］’ミ1㍉ろ二」：flll　Wも

等｝こよってこの弊か生ずるが加き場合は，その捌除には最も　　　Lい尚義｛よあ力元、い。叩払にここてノぐ’了バ、枚育機川コあるち肴

力を伎すべきである。　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　だと言いたいのである。研プヒ筏関ゴぱない；；㌍Cあ匂・研尼・凝

　以上，些か眉1駁ではあるが同窓会不振とその原因と思われ　　　査に批わり，絶威ある竃鞘をメし」、して糾∫、を陣益t，ノーの体

る点について私の観察を述ぺた次第である，然し一般的に同　　　験と，学娠1をも一）て学徒の敦投1こ当って頂くこ！ゴ♪∫1乏も好も

党∫会の不振は戦後の一般的傾向のようであるΩ不振の原囚は　　　しいことてある。然しこのことけ一見誤ると，渉の竃抗と成

恐らぐは多面的てあって的礁に指摘することは困難てある，　　　果とは，単にその人個人の・工畳と立身出ドi．の丁段とし三役、’た

困蝉て1土あるが当らずと難〕哀iからざる批定ぱ必ずしも不可能　　つのみに終る危険無しとしノcい。）ほ川孜授の研究～巴1・視寸る

でけあるまい。私は私なりに二，三その原因と思われる点に　　　の余り，学徒を全人的に完成する数1うの本旨在外｝1るが411き

ついて論εt『を試みた次第てあるo　　　　　　　　　　　　　　　　　弊を見1銅するのは極めて不快てあるo研究‘よr段で山るo学

　先ず，施舷先，こ識っし・鎖えば，教師に全く愛1～1力吹け　酬峡を究める｛減（増授の態1賠日は必須ぴ）条1恒あろ
ていると言うことてこノる。欠けていると三うのはη卯かオーバ　　　う。その態度を1恒二学1，Lに｜B透せしもる己」｛、に’人lll1として広
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＿．．
恬ﾙ灘灘i購・・＿1。。。円灘il

纈灘鍵雛醗．a難ぷ認　　　横蕊㌶烈

網碍欝劉㍊　欝畷i‡；；麟雅糞i認三重蜘，00。円2‖、罐駕
　　　　　．乾康利（大化6）　・〒；池工1三↑ケ（糸34）硝1鰍（糸35）甦1岐会1，000町燃利一て醐4）
　　　　　1⊥1本鰯（大化8）　　榔1武（糸37）近藤成敏（大糸2）川陰支会1，00nFq燃昭八郎（糸38）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

ミ㌢竃綴膿誌㌶瓢1≧蓼㌶蕊：耀㍊竃驚鑓蕊1罐㌶
吐・て管酬導に任ずるのであ・て一学”そのものはさ　たのではないだろうか．穂そ粥う．その他，肥の酬

隠麟≧難瓢≧墨灘蹴姦‡瓢縫潔ら麗㌶驚野
要とする・麺緋信濃鮪制・に・繊入学撒酬酬　大学嶋門澱とは本質的剛るものとは蹴ない．磯，

　民主主彗教育こそ・敢て人間を商晶化している・と論じたの　　のではないと思われるからである。

㌶鍵豊彊漂蕊奨㌶蒜総；あ竺書㌶絵欝驚謙㌫｛㍑‡欝㌫

；鷲漂麟㌃蹴ま嬬瓢警㌶裟：ぽ：欝警6瓢罐麟㌍

　　　　支会・だより　罐鰭㌫當禦雛慧酬炎繊蜘内者氏名、

　　　　　欄・支会総会　竺凛灘；㌶㌫㌫1　憤襟嶽塁璽会　、



（6）孤国　（裂謬蹴昌）・千　　曲　　会　　墾　一．．一＿＿竺壁ξ□．亘＿

母校火災復興資金募集実行委員会開催さる　　　旅　費

　母校火災復興資金募舞芙行委員会は5月26日午後1時より　　　傭人料

千曲会館において開催された。出席委員は巣山暮吉委員長，　　　支会募金
飯田一郎副委員長，委風鈴木正悟，浅野清志，宮誠博，ILI崎　　　事務班

寿，岸勝弥，香山清和，島田林助，竹内善吾，伊藤要次郎，　　　通信致

謬綴鷲ぽ麟：‡；燃緬㍑ξ綴印臓
正，坂P育三，遠藤恒久，土屋幾雄の各実行委員で他に委任　　　消耗品費

㌶議㌶麟㌶欝は成恥醐雑費
　母校にきて先ず感じたことば施設が遂次整葡｝iされ新らしい　　　予備費

麗麟麟§認撒鑑鍵㌘誓纏蹴：竺三卜

70，00｛〕1　25，070

25，00013・750

500，0〔｝01279，400

100，00α　　47，040

30，000　　24，400

30ラ00q　　600

　5，0〔｝01　　4，650

20，000

800，000　395，300

蓼壽n旅費

傭人料（槌意川発1）訂

北海道支会外43文会弥金額の
10分1

趣識荊発送料　37，96｛〕円

纏鰭当蠣ξ㌦㌫‖跳
各6，000枚印刷殴

ゴム印1W代
振桔払川料　1，460｛二

小務連絡　　　1，1go

返金　　　　1も000

竺方迦ついても翫んな嚇∫蹴願い商・との挨拶　北端

がξ塩募轍酬ついて・剛鰍欄糎・O，齢
『および支会別納入状況のとおり説明があった。田口玲監事よ　　宮　城

り5月25日開催の監事会について監査報告があり，収支の証　　福　島
類，現金の保管状況については6ケ月の定期預金として保管　　群　馬
し監査の結果誤りないことの報告があつた。　　　　　埼玉

1灘難難竃竃；議曇1難
を母校に贈呈することに決定。使途については各委員から活　　　神奈川

瀧な意見があったが，実行委員会の決議を条件として千曲会　　　山　梨
理事会に引きつぐこととした。従って申込者中の未納金が納　　越　佐

㌶㌶㌶馴慧竃㌶竺しない力断顯

興資金募集については爽行委員会発足以来2ケ年な経過した　　・母校火災復興資金募金申込納入表↓39．5・31蹴1三）

ので・募釧支継・その他繊嘩曇‖鯉麟について協　㈱入金額には5月25日以後の納入〉ト11名130，3001・］な胴）

馨‡豆萎欝認耀器撫㌶葦ξ㌶㌶　元翻頗巨込㌫囎繭昼廻垣当鰹額4

鰹災復噸蝋穿鞭邑会・澱焼燃の復パヒ㍊
」聖ま学部の努力および同窓の母校火災復興資金募集の熱意が　　南佐久

　効を奏し，文部省において復興する運びになつた。　　　　　　上．小

　従つて募金使途の当初計画｝ごついてはこれを変更しなければ、　学　内
　ならなくなったので，今後の使途については寄附した人ノζに　　旧職員
　了解がなされるように，母校の発鹿こ寄与する施設に使用す　　更　埴

・・う考鮒〕蹴・臨・の・うな蹴条件・・て蕊
　実行委員会は理事会に二任する。　　　　　　　　　　　　　安　筑

　　かくて実行委員禽X議離日程を終了午後5；陪半散会した。　　竜川

　　　母猷災復興資金募錬支報告　　騨
　（39二5．25現在）母校火災復興資金募集実行委員会　　　　静　岡

収入額金3，313，828円　　　　　　　　　　　三重
支出額　金　395，300円残高2，91旦・528円の保管状況　　　　愛　知
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　への　　リロやり　　ロ　　　　本会記事　　　母校ニュース　　た髄地区縣業界の発展のためにもそ

た驚鷲㌔竃ll総藷薫耀㌶ξ三蝶霊漂・㍗《㌘i議籔㌻lll

竺の旭胴廓よび飯m一肥行額会　　東川徽氏昧特殊麟　　 ○縫魍，仰佗牝分臓酬1レ、別
賑n∫・，叩晒・石川｛lrの」脳川湿　　　製造舗｛こ栄転　　　　察凍ビ働頑蜥1曝刷．蝦

　　　　　振興会研究助成決定　　　　　　　　　　柳沢連子助手退職さる　　　　　　　　大学院入学式挙行

　　信州大学繊組学都紡舳工学」’1　　　　　　東京教育大学休育学部H力ず飯島俊郎氏　　　執行委n艮野口新太郎，副執行委員長

　　　　　　　　　＿　篠原　アハ∫枝　　　は6月川1イ・1信川大学講師1鼓維学部に栄　　又島栄一・蓋a務部艮孔～水建）こ，謝1貝滝沢

　　　　楓荘に備晶整う　　　　　転発令された。飯鳥，禺師は保健体育研究　俊治，内藤勝之，厚生部長小笠原貝次，

　長野県北佐久郡御代田町楓ケ丘別U団　担当である。　　　　　　　　　　　　　部員金ノ1請・川崎隆・文化部長小林勝，

砦羅購翻酬酬1窒藷昧撒械学会信粧部発足す㌶［鷲釧脹に購の各氏
理把山鞭設パ1灘宅舗1総合保険　玄る胡28日，当聯5において川木

鰹欝竃蝉㌫瓢塁鍛麟罐蕊，㌔皇㌫：；ll。。

　米田　凌雄（蚕m）　〈三丹）　　　　　約35名におよび・さらに明年度より繊甜．　球技大会，フォークダンス，バレ戸，ソ

　森西　康允r糸12）　r三重）　　　　　機械学科約50名の卒業生が，それぞれの　フト，ノミトミントソTとりどりのサ＿ク

大箸政平（糸2）　〔静岡）　　業界に造1ける麟にあり，このためnルーe5川淫のもとで心ゆくまで口の
即玲㈱）（」・小）　　本酬L機騨会からの強哩望によりま端を；暇しでrf測・「杣僻した
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・　会　員，動　静　　　㎜情訓細OI｛〔）三い論｝～漂懸隷小纂蒜
中川　正紡15愛知愛知県中小企業セソタパ名　　’　　　　　綱く1‖怜149．
　　　　　　　　　　　　下1堰市中村区堀内‖1丁4）名古　　斎藤菊雄ぷ　6　｛rll馬　ぷ1川：渋ll田i猟所（滋川市）

　　　　　　　　　　　　屋市中区南外堀町6の4の2愛、　ll・山　文阯　蚕　2g．1．小　亀川製糸卜川1；吃繭助鷲（卜旧
　　　　　　　　　　　　知県職員住宅A17　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　葺hト兄町1851　電Ull①［1525）

?恤藷蝟U屹　滋撚麟　lli熈竃

岩＿細兵庫灘麟≧；　⌒鋼　辮灘i鋼1

　　　　　　　　　　　　所㈱三線北足湖駄不町ド　竹腰泥而靴6：りζ滋蹴雛燈職（株）（糊叩
　　　　　　　　　　　　新紅住）東描1咽［1ケ谷区ヒ　　　　　　　　染涼区1鰯〔楽・1蝋順爵地）
　　　　　　　　　　　　馬町2の33　　　　　　　　　中島真太郎　学化7　蹴旗　（株）り｝］成商☆1［掴て出弘｝ll
田島三喜夫紡22近　畿東洋洞5績株式会社（住）大阪∫6∫　　　　　　　　　　　　　’　（a涼都中央区rl木橋涌り2
　　　　　　　　　　　　池田市西市場1町35刀ミ洋紡社宅　　　　　　　　　　　　　　　　Tll21幻
　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縛

’各種靴下機製造

　　　　　　　　　　　　　　サ

大東製機株式会社
　　本　社　静岡県三島市外清水町柿田922

　　　　　　↑R　（5）－2520～2522
　　馴護京藷台黍区群蔵璽2…膓

’　　　　　　　　　　　電　　（866）　－6424．　6508．　1693

皆様の百貨店

上田・ D中央

　　　　　　　　　　　　＾7　　←　一　　　一　　　　w　已　　　　｝　　　｝　　一［1　　『　　∋「「　　…　　一　　　　　　　∨

拝啓　新緑の候ご清勝のこととお慶び申し上げます。

さて私ことこの度，文部雀在外研究員として，ロンド

ソにおける第］2回国際昆虫学会に出席しその後米国の

ウイスコンシン大学昆虫学部の研究会にも臨みますが

この間，欧米各国の昆虫研究ならびに農業諸事情調査

を行います。

　6月9Fl羽田を出発して，帰国は9月中旬の予定で
す。なお留守中はなにかとお世話になります。どうぞ

宜しくお願いします。

　まずは右ご挨拶まで申．．上げます。

　、昭和39年5月、

　　　　　　　宮崎大学農学部中島　茂
　　　　　　　　　　　自宅’富崎市船塚町77

特許・実用新案。意匠・商螺

　“　掛願・訴訟・鑑定

浜　特許事務所
東京都芝新橋1の20
堤第一ビル四階
甥夏男〔　（591）　－0764．0765

　　弁理士　浜　　　将　　三

　　弁謹士　中　　猪　之　助

為替のご用は
　　はやくて　たしかな
　、　富士をご利用下さい
千曲会へのご送金は、当店宛の振替貯金
ロ座長野3523が一番ご便利です

　　　　　　　上田市原町

亘皆様の㊧富士銀行上賊店

　　編集室より
　信州大学は開学ii己念日の6月｜1〕で早くも大学発足15周年

を迎えるo∫部も改新事業が軌道にのったので，正すます発
展を期符…する。

　佐藤良泰先生から高分子｛・］’料に閲する1三1川討論会を，竹内

’善吾氏から同窓会論完結編を寄・法られ木誌を飾ることとなっ

た。会鼠各位よりも研I」し，ご意兄，随巾なん鱒も結構ですか

らお寄せ下さゐようお待ちいた’しまヨ“。

　梅爾期も近づいて来ますご自逆されご｝1鴛鋸をお祈りしま
す。

　　ユ　　編集委員　小林尚一，香山溝和，メ鴇IE尚，古平福紀

　　　　　　窪田’衛，大：1二原建，～1・山　定，1竜沢達夫

　　　　　　小林　勝，白井要範


